

















































































































































































































































































































「はやし立てるタイプ（第 2・第 6・第 7グループ）」は、相手をはやし立てるだけで全く会話が成立せず、
一方的に自分のことや父親のことを否定され馬鹿にされることを役割演技を通じて感じている。





























「はやし立てるタイプ（第 2・第 6・第 7グループ）」は、単純な言葉をただ楽しんでやっているだ
けでもいじめになり、また同調する人がいるためにさらにいじめが加速する現象を感じている。
















「因縁をつけるタイプ（第 3・第 4・第 5グループ）」から代表的なもの
（役割演技をしてみて、分かったことを書きましょう。）
・みんなで責めるのは楽しかった。自分たちの楽しい気持ちを優先させてしまう。
・ 自慢が周りからの嫉妬を生み、いじめに発展していったことから、些細なことからいじめは起こっ
てしまうということがわかった。
・同調する役はあまり何も考えずにいじめているのだとわかりました。
（3）いじめのロールプレーの意義
学生たちには、想像をふくらませなければわかりにくいいじめの場面であったが、いじめのロール
プレーによって、いじめられる側の辛さといじめる側の調子に乗ってしまう気持ちをあらためて感じ
ている。また、いじめられる側、いじめる側、同調する側、傍観する側などのいじめの構造について
も考える時間が持てた。吉田（2006）の指摘する「被害者の苦痛の認知と加害者の認知とにズレがあ
る場合が多い。」を実感する場面をいじめのロールプレーを行うことで、設定することができた。また、
高綱他（2006）の指摘する学級活動においてのストレス・マネジメントの導入にもつながるもので、
子供たちは、いじめる側の気持ちといじめられる側の気持ちの違いについて実感し、いじめの構造を
考える学習を行っても、時が経てば忘れてしまうので、予防注射のように時に応じて、いじめのロー
ルプレーを活用し、いじめの疑似体験を行う事は意義のあることであると考えられる。もちろんクラ
スの実態に応じて、すでにいじめの起こっているクラスでは十分な配慮を行いながら、しかし、いじ
めのロールプレーを実施する意義も考えられる。
5　いじめのロールプレーと学級づくり
学習指導要領が示すように、学級活動における担任教師の仕事は十分な配慮を持って行うべきこと
ばかりである。「ア　学級や学校における生活上の諸問題の解決」、「イ　学校内の組織づくりや仕事
の分担処理」、「ウ　学校における多様な集団の生活の向上」など、担任教師がクラスの子供たち全員
の特性を把握していなければ十分にできないことばかりである。特に、「イ　学校内の組織づくりや
仕事の分担処理」が学級開き当初の重要な仕事であるが、子供たちの要求や特性を十分に踏まえるこ
とができない場合、子供たちの不満が残る事は当然である。子供たちがそれぞれ、学級に自分の居場
所に見いだすことができるように、子供たちが与えられた役割を満足感を持って果たすことができる
ため細心の配慮が教師には必要である。そのためには教師は自分自身がモデルになって実行し、また、
いくつかのモデルを示して子供たちに考えさせるということが必要になってくる。
そして、あらかじめモデルを示し、問題点などを考えさせる手だてとして様々なロールプレーは有
効であると考える。今回、示したいじめのロールプレーは、実際の学校現場では難しいと考えるとこ
ろもあると思われるが、いじめの定義である「当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じて
いるものをいう。」ことに関して、いじめられることの模擬体験を通して実感できると考えている。
そして、「被害者の苦痛の認知と加害者の認知」のズレや、いじめの構造を冷静に認識することで、
いじめが人間として本当につまらないものであるということを子供たちが実感できるのではないかと
考えている。
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